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GMOインターネット株式会社

「海外リージョン対応」「オールフラッシュ」の
パブリッククラウドサービスを構築
　GMOインターネットは、91年にマルチメディアを事業とする企業
としてスタート。インターネットが徐々に普及し始めた95年からイン
ターネット事業を展開してきた。99年にはインターネットサービスプ
ロバイダ（ISP）として初の店頭公開を行うなど、急速に市場拡大して
いったインターネット業界を牽引してきた企業だ。
　現在の事業領域はインターネットインフラ、インターネット広告・メ
ディア、インターネット証券、モバイルエンターテイメントの4分野。国
内でのシェアはgTLDが91.5％、クラウドホスティングが55.6％など、
他を圧倒するようなシェアを誇っている。
　そんな同社では2013年にスタートしたVPSホスティングサービ
ス『ConoHa』をパブリッククラウドサービスへと刷新、2015年5月
から運用を開始した。ホスティング事業部 テクニカルエバンジェリス
ト 斉藤弘信氏は「ConoHaはVPSとしては後発のサービスですが、
国内を中心に支持を得て実績を残してきました。その中でお客様の
機能拡張や海外リージョン対応の要望が増えてきたため、パブリック
クラウドにすることを考えました」と振り返る。
　ISP各社から同様のサービスが登場しているなかで、競争力を備え
るにはコストメリットが感じられる高機能・高性能なクラウド環境が
必要だ。「海外リージョン対応」と「オールフラッシュ」を構築ポイント
に、ハードウェアには低価格ながらも優れた分散ストレージシステム
と、それを支えるハイクラスの機能・パフォーマンスを求めた。そこで
海外展開の際もしっかりとした保守が受けられるデルに注目、1U2ソ
ケットサーバの汎用性とコストメリットから、Dell PowerEdgeTM 
R630を採用した。

OpenStackベース競争力のあるサービスに
　また「魅力的な機能を開発し、競争力のあるサービスを提供するた
めに最適」（システム本部 第二サービス開発部 オープンコンピュー
ティングチーム チーフエグゼクティブアーキテクト 郷古直仁氏）とし
て、キーテクノロジーと考えたのがOpenStackだ。同社は従来から
OpenStackをベースとしたサービスを数多く提供し、ノウハウも蓄
積されていた。郷古氏は「OpenStackは、クラウドコントローラとして
のAPIの透明性が高くわかりやすいという長所があり、ソースコード
もわかりやすいのが特長です。バージョンアップしていく中で、クラウ
ドのプラットフォームとして十分に利用できるようになってきたため、
我々が考えるサービスを実現する環境として適していると考えまし
た」と続ける。
　結果、ConoHaは月額900円（海外リージョンは1,170円）の低価
格な定額制を実現、また月額料金を上限として、1時間単位（国内1.3
円/海外リージョン1.7円）で利用することもでき、開発環境やトラ
フィック増加時などの一次的なサーバ利用でもリーズナブルに活用し
たい時間だけ利用できるサービスとなった。
　IaaS型のクラウドサービスとして、アメリカ（カリフォルニア州サン
ノゼ）、シンガポール、日本の3つのリージョンで利用でき、仮想サー
バや追加ストレージサービスのすべてにSSDを採用して高パフォー
マンスを実現した。使いやすいコントロールパネルとともに、すべての
機能をコントロールできるOpenStack互換のAPIを提供しているこ
ともConoHaの特長のひとつである。

●2013年に立ち上げたVPSサービス「ConoHa」をパブリッククラウドサービスへとリニューアル。オールラッシュによるマルチ
リージョン展開を着地点とした。
●ユーザがコストメリットを享受できる高機能サーバとSSD（Solid State Drive）の特長を引き出せるSDS（Software Defined
Storage）ソリューションを求め、従来から採用しているOpenStackとの親和性の高さでDell+Nexentaストレージ
・アプライアンスソリューションを採用。
●リニューアル前よりも集約率を25％も向上させた。これにより、従来の低価格な提供価格を維持しつつ、圧倒的なパフォーマンス
向上と多くの機能追加を実現した。

GMOの先進クラウドサービス基盤に革新をもたらした
堅牢なZFSベースSDSソリューションNexenta



早くから注目していたNexentaソリューション
　『ConoHa』はCPUコア数とメモリ容量によって料金プランが分か
れ、ストレージ容量はすべて50GBに統一。SSDを使った追加ブロッ
クストレージは、より多くのストレージを利用したいユーザにオプショ
ン提供している。この追加SSD用と自動バックアップ用のストレージ
サーバにはDell PowerEdge R720xdを採用した。ファイルシステム
には、SolarisのZFSを備えた。ZFSでSSDのブロックストレージをマ
ウントする方法なら性能が出せると考えた結果だ。というのも、当時
の分散ストレージシステムのいくつかのストレージはSSDをしっかり
と対応しておらず、求めるIOPSを出すことができなかったという。
　そこで着目したのが、ZFSを採用しているSDS製品Nexentaの
『NexentaStor』だ。「NexentaStorは、別のSolarisの案件などで
使ってきた経験があり、理解しているという利点がありました。
OpenStock側のブロックストレージであるCinderにドライバレベル
で対応しているため、ZFSの機能で連携させてサービスを構築できる
と考えました」と郷古氏は話す。
　Dell-Nexentaのストレージ・アプライアンスソリューションにも以
前から注目していた。ストレージサーバにDel l PowerEdge
R720xdを採用した背景には、同ソリューションの中で性能要件を満
たしていることが決め手となっている。

DELL-Nexentaストレージ・アプライアンスは
問題解決への最短ルートに
　「導入の際にはNexenta社のサポートを受け、スムーズな導入が
行えた」とは、システム本部 第四サービス開発部 インフラエンジニ
アリングチームマネージャー島原弘和氏。一方で、デル、Nexenta、
サプライヤー、GMOインターネットの各社が協力体制を組むことの
重要性を感じることができたと振り返る。「リリース前にハードウェア
とソフトウェアの相性問題が発生しましたが、各社が一緒に解析や問
題の切り分けを行い、原因の特定と対処に漕ぎつけたのはよい勉強
になりました」。
　その意味で、デルとNexentaが共同で提供するストレージ・アプラ
イアンスは大きなメリットがあるとし、「切り分けを含めた保守もワン
ストップで行え、万が一のトラブルの際にも両社の体制で問題解決が
できるという安心感があります。DELL-Nexentaストレージ・アプラ

イアンスは、問題解決への最短ルートをたどることができるパート
ナーシップが築かれていると思います」と話す。
　動画やmetaデータなどの多くのデータを扱う動画配信サービス
では、追加ストレージサービスを活用し、非常に高速であるという評
価も出ている。
　運用面では、仮想マシンのデプロイもSSDを活用することで高速
になり、運用負荷を低減できることもメリットとして考えられる。仮に
他のエンタープライズ向けの分散ストレージ＋オールフラッシュのア
プライアンスと比較したとすると、島原氏は「正確には言えないが、お
そらく、50～70%減で構築できたのではないでしょうか」と答えてく
れた。
　この後のConoHaの展開について斉藤氏は、「海外リージョンを増
やし、新機能についてのドキュメントなどのサポートや、新機能の利点
をアピールするプロモーションをもっと展開したいですね」と話す。ま
た、郷古氏も、「ConoHaのメールやデータベースといった現在の追
加サービスは、OpenStack上に我々独自のOpenStackサービスを
乗せる形で実現しています。今後もOpenStack開発技術の高さを活
かして、追加ソフトウェアサービスを増やしたい」と言う。
　また島原氏は「今後、NexentaとはOpenStackとの連携を考えた
ビジネスを伸ばせるようにパートナーシップを組みたいと思います。
また、デルに対しては、今後も海外での保守品質を高める努力を継続
していただき、ともにグローバルで戦えるパートナーであり続けたい
と思います」。今後もユーザニーズを満たしながら、先進的なストレー
ジソリューションを展開していくに違いない。

ネクセンタ・システムズ・ジャパン株式会社
〒150-0012 東京都広尾5-4-12 大成綱機ビル4F
TEL. 03-6853-7913（代表） ¦  www.nexenta.jp
お問い合わせ ¦  nexenta_jp@nexenta.com

システム本部 
第二サービス開発部
オープンコンピューティングチーム
チーフエグゼクティブアーキテクト
郷古 直仁 氏

ホスティング事業部
テクニカルエバンジェリスト
斉藤 弘信 氏

システム本部 
第四サービス開発部
インフラエンジニアリングチーム
マネージャー
島原 弘和 氏

ローカルSSD
自動バックアップ

ブロックストレージをマウント（NFS）

仮想サーバ
（OpenStack Nova Compute）

自動バックアップ用
ストレージサーバ

DELL PowerEdge R720XD
HDD

NexentaStor NexentaStor

DELL PowerEdge R720XD
HDD

追加SSD
（ブロックストレージ）

NexentaStor

DELL PowerEdge R720XD
SSD

NexentaStor

DELL PowerEdge R720XD
SSD

NexentaStor

DELL PowerEdge R720XD
SSD



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


